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1.    A は他のビタミン同様，生 体機能上，重 要な役 割

を持つ ものであり，その作用の究明や 調理，加工等によ

る変化 を知 るためには組織化 学的 にＡ の局在性 ，性 状，

試料による差異等を適確 に把握できる術式 の樹 立が重 要

な基 礎となる。従来,  A の組織化 学的研 究には 諸種 の術

式 が採用されてきたが，昨年度 ，本学会 でカラースライ

ドにより発表し た通 り，螢 光顕微鏡に よる方 法が最 も優

れてい ると思 われる。今回はミ クロフォ トメーターを併

用し，A 螢光エ ネル ギーの測定 もおこない,   A の組織化

学的研究の基礎の確立を期した。

，ミ クロフォト メ

－タ ー（ 電子工業製）を使用し，A 螢光 の検鏡，写真撮

影，螢光エネルギーを測定した。

従 来はＡの螢光度は組織学的 には強，弱で現 わし，A

の特異性につい ても「U.  V. で黄緑また緑色の螢光を発

現し ，それが速や かに退色，消失する」 という表現に留

まっ てい たが，ミクロフォ トメーターに よりA 螢光 の発

現時 と時間推 移のエ ネルギーを測定することができるこ

ととなった。また肝組 織などのＡ螢 光は,  U.  V. 照射30

秒で約30% に減少ナ るこ とから撮影上露出タイ ムは30秒



以 内に留めることが望 ましいこ ともわかった。このよう

にＡ の組 織化 学的研 究には螢光顕微鏡 によ!9, 検鏡 ，カ

ラー写真，螢光エ ネルギーの測 定，さらに分 光測定 もお

こなうことによっ て，より適確 な結果 が期待できると思

われる。
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